
 

 

 
 

 

作業療法の教育的研究 
 

本声明の位置づけ 

 エビデンスに基づきセオリーを重視した教育は、専門職としての確固たる地位を築く基礎とな

るものである。現在の作業療法教育では、国を越えて情報交換ができ、各環境に応じた教育ニー

ズにも対応できる確固たるエビデンスに支えられている 1。 

 

 教育的研究は、将来の作業療法士の育成を支え、人材の開発に貢献し、最新の実践を取り入

れ、専門職としての作業療法士の能力を高めるものである。 

急速に変わる作業療法の現場では、既存の教育実践と新しい教育実践を見直し、知識の創造と共
有に取り組み、最良の理論的枠組みと実践的エビデンスに基づいた教育プログラムと人材開発資
源を考案することが求められている。 
 
 この声明は、作業療法教育と研究に関する WFOT の事業をさらに推進することを目的とする。
WFOT 作業療法士教育基準（2016 年）1および WFOT 国際作業療法研究優先事項（2016 年）2の方針
に基づき、教育的研究を進めていく。 

 

作業療法に対するこの見解の重要性 

 作業療法の教育が世界規模で直面している課題に対応し、教育的研究をさらに促進させるため

には、 国際的な協力が必要である。その中には以下のものが含まれる 2-4： 
 

1) パンデミックなどの混乱期、気候変動、グローバリゼーション、テクノロジーの発展、環
境問題、戦争、政治運動などに対応した、革新的で発展的な教育・実践方法の検討; 

2) 新しい地域への作業療法教育プログラムの拡大と、現在のプログラムにおける学生数増
加； 

3) 作業を中心とした革新的なカリキュラムの必要性； 
4) ローカル／グローバル及び個人／社会の視点を意識した知識概念の開発； 
5) 学際的で専門性の高い医療専門職の教育、実践、研究； 
6) 人口動態の変化（世界規模の人口増加や特定の人々の健康に関するニーズ、移住パターン

の変化、職業上の新たな混乱など）； 
7) 規制の強化、専門能力開発において組織よりも個人の責任拡大、教育の商業化など、説明

責任のメカニズムの変化； 
8) 公平性と多様性、社会への包括、文化の理解、作業的公正に配慮した対差別的アプローチ

を求める； 

 

社会に対するこの見解の重要性 
 専門職の教育的研究力を向上させることは、作業療法におけるグローバル人材の知識や能力、

姿勢、行動を高め、個人やグループ、地域社会、住民に対する作業療法士の社会貢献を良質なも

のにする 5。 



 

 国際社会およびコミュニティは、良質で効果的な専門教育を受け、変化する複雑な世界で柔軟

に対応し、社会的責任を持ち、グローバルな市民として活動できる作業療法士から多くの恩恵を

受ける。 
 世界がより密接になるにつれ、専門分野や国境を越えて、消費者や関係者と知識の創造と共有

をすることが、専門職として現在の新しいニーズに応え発展していくことにつながるだろう。さ

らに、グローバルシチズンシップは作業療法専門職の発展に不可欠であり、作業療法が与える社

会的恩恵を受ける個人や集団の健康と安寧への貢献につながる。 
 

結論 

 作業療法における教育的研究の推進は、専門職としての作業療法をさらに発展、強化、サポー
トする。私たちは、地理的・文化的な地域間の多様性を尊重しつつ、効果的な教育実践や政策に
反映できる最先端の理論的枠組み及びエビデンスを生み出し、統合し、交換し、普及させ、評価
し、活用する必要がある。 
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